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１．研究の背景

　コールドスプレー (Cold Spray: CS) 法とは特殊ノズルによって超音速に加速された作動ガス流に材料粉末を投入・加速し，粒子を

基材に衝突・堆積させることにより皮膜を作製する成膜法である．作動ガスの温度を材料粉末の融点以下に抑え成膜することから，

材料粉末の酸化や熱変質を抑制でき，材料粉末の特性を損なわずに皮膜を形成することが可能である．また，密着強度が高く成膜速

度に優れることから厚さ数 cm 単位の高品位な皮膜を作製でき，単なる成膜技術としてだけではなくバルク体創製技術や補修技術と

しても期待されている．現在，国内外の研究機関において盛んに研究が行われているが，実用例は少なく，工業的な信頼を得るため

にさらに詳細なメカニズムや現象の解明が求められている．

　コールドスプレー法の特徴として皮膜に皮膜材料の衝突によりブラスト処理のようなピーニング効果が生じることがあげられる．

これによって皮膜内に圧縮の残留応力を生じ，この応力が皮膜品質を大きく左右する．本研究では実験的および解析的手法によって

成膜中の応力状態の検討を行っている．

図 1　コールドスプレー法の概要図

図 2　応力蓄積に伴う皮膜の剥離
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